
Ｊ
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ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー（
第
２
期
）

　
　
　
　
　採
択
企
業
紹
介（
経
営
企
画
部
）

中国四国ブロック労働力支援協議会を
設立（耕種総合対策部）

ツマジロクサヨトウへの殺虫剤の効果を
確認（営農・技術センター農薬研究室・耕種資材部）

ここに注目! 新生全農ホームページ③
（広報・調査部）

ＪＡズームイン（茨城：ＪＡなめがたしおさい）

ＪＡ全農たまごがコーポレートサイトを
刷新（畜産総合対策部）

ラジオ番組「JA全農 COUNTDOWN
JAPAN」プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農福島

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4 

5
面

8

「JA全農チビリンピック2019」
振り返りレポートvol.3
～お楽しみ広場篇①～（広報・調査部）

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポート④
卓球・ブルガリアオープン
（広報・調査部）

Web
限定

2

新型コロナ受け広がる支援の輪（４－５面）

ＪＡアクセラレーター（第２期）で採択された株式
会社CuboRexのプレゼン（３面）

刷新されたＪＡ全農たまごのコーポレートサイト
（８面）

新型コロナ受け各地で実施
今こそ広げよう、支援の輪
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6

（各県本部、協同乳業、フードマーケット事業部、酪農部）
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News!

News!

中国四国ブロック労働力支援協議会を設立

ツマジロクサヨトウへの殺虫剤の効果を確認

関係機関が連携し地域課題に対応

15農薬に高い効果

耕種総合対策部

営農・技術センター農薬研究室・耕種資材部

　
全
農
は
、生
産
現
場
の
人
手
不
足
に
積
極
対
応
す
る
た
め
4
月
27
日
、

「
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
労
働
力
支
援
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
全
農
は
、2
0
1
9
年
に
日
本
に
新
た
に
侵
入
し
た
害
虫「
ツ
マ
ジ

ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
」へ
の
殺
虫
剤
の
効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
全
農
で
は
生
産
現
場
の
労
働

力
支
援
へ
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
順

次
、
関
係
組
織
一
体
で
協
議
会

を
立
ち
上
げ
る
方
針
で
、
今
回

は
今
年
1
月
の「
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
労
働
力
支
援
協
議
会
」設
立
に

続
く
第
2
弾
で
す
。

　
協
議
会
メ
ン
バ
ー
は
全
農
・

県
農
協
、県
中
央
会
、農
林
中
央

金
庫
岡
山
・
高
松
支
店
、
パ
ー

　

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
は
、

2
0
1
9
年
に
日
本
に
新
た
に

侵
入
し
た
害
虫
で
、
世
界
的
に

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
で
甚
大

な
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
害

虫
で
す
。
国
内
で
は
新
害
虫
で

あ
る
た
め
、
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ

ト
ウ
に
登
録
の
あ
る
農
薬
は
な

く
、防
除
に
あ
た
っ
て
は
、農
林

水
産
省
が
示
し
た
農
薬
リ
ス
ト

に
記
載
の
農
薬
を
都
道
府
県
の

指
導
の
も
と
使
用
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ナ
ー
企
業
の
間
口（
ま
ぐ
ち
）

ウ
エ
ス
ト
ロ
ジ
株
式
会
社（
本

社
：
大
阪
市
）の
他
、J
A
全
中

や
県
行
政
、
日
本
農
泊
連
合
・

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
・

Á（
エ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
）ワ
ー
ク
創

造
館
な
ど
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で

参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
課
題

に
対
す
る
先
進
県
・
協
力
機
関

に
よ
る
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
、
県

域
単
独
で
は
困

難
な
年
間
作
業

量
の
平
準
化
や

パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
と
連
携
し
た

農
作
業
受
委
託

を
は
じ
め
と
し

た
多
様
な
労
働

力
支
援
に
取
り

組
む
他
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
政

府
の
緊
急
経
済

対
策
の
活
用
も

進
め
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
営
農
・
技
術
セ
ン

タ
ー
農
薬
研
究
室
は
、
薬
剤
選

定
の
一
助
と
す
る
た
め
、
農
薬

リ
ス
ト
に
記
載
の
農
薬
の
ツ
マ

ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
へ
の
効
果
確

認
試
験
を
行
い
ま
し
た
。表
に
記

載
す
る
殺
虫
剤
は
1
齢
幼
虫
の

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
に
高
い

効
果
が
確
認
で
き
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
有
効
に
活
用

し
、
現
場
で
の
課
題
解
決
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

トウモロコシの食害状況

ツマジロクサヨトウの幼虫

商品名
スミチオン乳剤
プリンスフロアブル
ディアナSC
アファーム乳剤
アニキ乳剤
コテツフロアブル
パダンSG水溶剤
カスケード乳剤
アクセルフロアブル
プレバソンフロアブル5
ベネビアOD
フェニックス顆粒水和剤
パーマチオン水和剤
キックオフ顆粒水和剤
プレオフロアブル

ＪＡアクセラレーター（第２期）

株式会社CuboRex

 採択企業紹介　
　ＪＡグループが東京・大手町に設立したAgVenture Lab（アグベンチャーラボ）で、5月18日にＪＡアクセラレータープログラム（第

２期）の最終審査コンテストが開催され、8社が優秀賞として採択されました。今号から8社を順番にご紹介します。【経営企画部】

　有田ミカンで有名な和歌山県有田市出身の寺嶋瑞仁
氏が代表を務める同社は、雪国や農地などの悪路環境で
使用可能な乗り物や運搬器具を製造開発しています。主
な製品はクローラ動力ユニット「CuBase」、手押し一輪車
の電動化キット「E-cat kit」、乗り物などへ取り付け可能な
動力装置「CuBox」です。
　コンテストでは、「世のすべての一輪車を一時間で電動
化」することで、中山間地における農業の課題解決（人力
中心の農作業の軽労化・効率化）を目的としたプレゼンを行
いました。手押し一輪車の電動化キット「E-cat kit」は、ミカ
ン収穫現場などでの運搬作業が軽労化され、高齢者や女
性でも運搬作業が行いやすくなること、運搬車を斜面や不
安定な場所でも使用しやすくなることで、作業速度を約2
倍、体への負担を約半分にすることを可能としています。
　今後約4カ月間に渡るアクセラレータープログラムにおい
ては、JAの営農センターでの「E-cat kit」試験販売の実
施、独自技術を活用したさまざまな農業ロボットの開発検
証を目標としています。

ねこ車電動化キット「E-Cat kit」プラン名

株式会社シェアグリ
シェアグリ特定技能人材派遣プラン名

1

株式会社CuboRexの
プレゼン

「E-cat kit」の
応用例

　同社は長野県佐久市で150年間続く種苗会社を実家
に持つ井出飛悠人氏が代表を務めています。農業におけ
る人手不足を農業人材派遣などのシェアリングエコノミー
（インターネットを介して、個人間で物・技能などを共有する
仕組み）により解決を目指す会社です。
　コンテストでは、「農繁期に限定した特定技能人材（※）
の派遣」により、必要な時に必要な人数だけの人材確保を
可能にすることで、農業者の人手不足の解消による安定
生産および人件費の削減による手取り向上を目的としたプ
レゼンを行いました。
　今後約4カ月間に渡るアクセラレータープログラムにおい
ては、JAと連携して特定技能人材の派遣先を確保するこ
とで、将来的には全国の産地間における人材リレーを実現
し、通年で特定技能人材を全国に派遣可能な仕組み作り
を目標としています。

株式会社シェアグリの
プレゼン

※特定技能人材とは、農業等の人手不足が深刻な産業分野にお
ける一定水準以上の技能や日本語能力を有する新たな外国人
材として、2019年4月に認可された人材。

シェアグリ特定技能
人材派遣
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　今回のホームページリニューアルでは、全農になじみの薄
い消費者にも分かりやすいページを目指すと同時に、生産
者やJA関係者など、従来から全農に関わりの深い方々にとっ
ても、より全農のことが分かる、より役に立つホームページ
となるよう、情報を集約、整理しました。
　今回紹介する「生産者・会員JAのみなさまへ」ページは、
生産者、JA関係者の営農、経営に深く関係する内容を集め
ています。トップページにも大きな入り口を設け、アクセスし
やすくしています。
　具体的には耕種と畜産に分けて「営農支援情報」を掲載。
耕種では、TACのページや土壌診断について紹介するペー
ジ、「おすすめする省力低コスト・生産性向上メニュー」など
への入り口等を並べた他、GAP（農業生産工程管理）につ
いては全農ウィークリーの最新記事一覧にアクセスできる入
り口を設けました。畜産では、情報量豊富な畜産総合情報
サイト「JACCネット」と連携。同サイトが紹介する畜産物や
配合飼料価格の動向等への入り口を並べました。他にも、
畜産関連の施設・資材について紹介する全農畜産サービス
のサイトへのリンクも設けるなどしています。

　農家、JA関係者らが新たな情報を把握できるよう、全農
が発表するニュースリリースのうち、農家の経営やJA事業
など農業に関する全農の事業情報などや、各県本部が発
表する家畜市場の情報や農業関連イベントなどの情報を発
信するコーナーも設けました。営農・技術センターや畜産
関連の各研究所のホームページ、全農の各事業の紹介ペー
ジ、「JAグループ中古農機WEB」へのリンクも設けるなど、
営農に関連する各種ページへの導線も確保しています。

　新たな全農本所ホームページの注目ポイントを紹介する企画の第３回で取り上げるのは、「生産者・会員ＪＡの
みなさまへ」ページです。生産者の経営に役立つ情報を整理して発信しています。　　　　　　【広報・調査部】

～「生産者・会員ＪＡのみなさまへ」ページ～

耕種・畜産に情報を整理

経営に直結する最新情報も

「生産者・会員JAのみなさまへ」
ページはこちら

新生全農ホームページ
ここに
注目! 3

ポイント 1

生産者、ＪＡ関係者に関連する本所のニュースリリース
や県本部の各種情報を絞り込んで発信

ポイント 3

畜産経営に関する営農支援情報を掲載。「ＪＡＣＣネット」が発信する各種
情報や、全農畜産サービスなどグループ会社のサイトが掲載する関連情
報への入り口等を集約

ポイント 2

耕種農業に関する営農支援情報を掲載。ＴＡＣや土
壌診断、コスト低減、GAP、スマート農業など幅広い
コンテンツへの入り口を集約
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ＪＡなめがたしおさい
（茨城県）

概要 平成 31年 3 月末日現在

正組合員数　　　　 　1万3096人
准組合員数　　　　 　 　5980人
職員数                       284人
販売品取扱高          200億2千万円
購買品取扱高          40億1千万円
貯金残高  　         1148億5千万円
長期共済保有高     3515億1千万円
主な農産物　　　  ピーマン、甘藷、米、
　イチゴ、レンコン、水菜、チンゲンサイ、
　花き

生
産
量
日
本
一
の
ピ
ー
マ
ン
や

天
皇
杯
受
賞
の
甘
藷
を
軸
に
世
界
進
出

　
同
J
A
と
甘
藷
部
会
連
絡
会

は
、仲
卸
業
者
、小
売
店
と
協
力

し
、
引
き
売
り
が
主
だ
っ
た
焼

き
芋
が
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
手

軽
に
買
え
る
ス
タ
イ
ル
を
全
国

に
先
駆
け
確
立
し
ま
し
た
。
ど

の
売
り
場
で
も
、
ど
の
従
業
員

で
も
お
い
し
く
焼
き
上
げ
る
た

め
の「
焼
き
芋
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を

整
備
し
、
お
い
し
さ
の
根
拠
と

な
る
デ
ー
タ
を
茨
城
県
と
連
携

し
、
分
析
し
た「
焼
き
芋
の
話
」

を
実
需
者
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

3
6
5
日
い
つ
で
も
お
い
し
い

芋
を
提
供
す
る
た
め
、
三
つ
の

品
種
の
特
性
を
見
極
め
て
、
リ

レ
ー
形
式
で
の
出
荷
体
制
を
整

え
る
な
ど「
味
」で
勝
負
で
き
る

産
地
を
確
立
し
、
産
地
振
興
に

部
会
波
崎
集
出
荷
施
設
を
竣
し
ゅ
ん
こ
う工

し
ま
し
た
。同
施
設
は
日
量
80
㌧

の
処
理
が
可
能
で
、
無
選
別
出

荷
に
よ
る
重
量
選
果
シ
ス
テ
ム

や
、バ
ラ
詰
め
機
械
お
よ
び
フ
ィ

ル
ム
詰
め
機
を
備
え
ま
す
。選
果

統
一
で
、
高
品
質
で
の
安
定
供

給
、
有
利
販
売
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。生
産
者
は
収
穫
後
の
選

果
選
別
作
業
が
無
く
な
り
、
出

荷
調
整
に
か
か
っ
て
い
た
時
間

を
生
産
・
管
理
に
向
け
る
こ
と

が
で
き
、
ピ
ー
マ
ン
の
品
質
向

上
や
規
模
拡
大
、
農
業
所
得
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

を
生
か
し
て
、積
極
的
に
海
外
展

開
を
図
っ
て
い
ま
す
。2
0
1
2

年
か
ら
タ
イ
へ
の
甘
藷
輸
出
を

皮
切
り
に
、マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、カ
ナ
ダ
へ
と
拡
大
し

て
い
ま
す
。昨
年
7
月
に
は
フ
ラ

ン
ス
で「
行
方
か
ん
し
ょ
」を
現

地
の
料
理
人
や
パ
テ
ィ
シ
エ
に

プ
レ
ゼ
ン
し
、
今
年
3
月
に
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
伊
勢
丹
で「
J
A

な
め
が
た
し
お
さ
い
フ
ェ
ア
」を

開
き
、管
内
の
豊
か
な
農
産
物
を

P
R
し
ま
し
た
。併
せ
て「
さ
つ

ま
い
も
か
り
ん
と
う
」「
ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
」の
開
発
な
ど
、6
次

化
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、直
販
サ
イ
ト
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
管

内
の
豊
富
な
野
菜
を
厳
選
し
た

「
野
菜
ボ
ッ
ク
ス
」を
販
売
し
、産

地
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

福島県

栃木県

埼玉県

茨城県

千葉県

　
J
A
な
め
が
た
し
お
さ
い
は
、

日
本
一
の
生
産
量
、
販
売
高
を

誇
る
ピ
ー
マ
ン
や
、
甘か
ん
し
ょ藷
を
は

じ
め
、
60
品
目
以
上
の
青
果
物

を
生
産
す
る
高
品
質
多
品
目
産

地
で
す
。

　
同
J
A
は
出
荷
作
業
に
係
る

生
産
者
の
負
担
軽
減
と
安
定
し

た
農
業
経
営
の
実
現
の
た
め
、

2
0
1
8
年
6
月
に
波
崎
青
販

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
10
月
に
は
食
品

会
社
の
白
ハ
ト
食
品
工
業
株
式

会
社
と
協
力
し
、
小
学
校
跡
地

を
利
用
し
た「
な
め
が
た
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」を
設
立
し

ま
し
た
。
日
本
初
の
焼
き
芋
を

テ
ー
マ
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
、
大
学
芋
な
ど
加
工
品
の
製

造
工
程
が
見
学
で
き
る
工
場
を

併
設
し
、
現
在
は
年
間
約
30
万

人
が
訪
れ
る
他
、
雇
用
の
創
出

な
ど
地
域
活
性
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
第
56
回
農
林
水
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『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
　6月6日放送のプレゼントは、「鳥取らっきょう甘酢漬け・鳥
取レトルトカレー詰合せ」と鳥取県産新品種米「星空舞
2Kg」のセットです。6月6日は「らっきょうの日」。鳥取の「砂丘
らっきょう」はシャキシャキとした食感と真っ白な外観が特長で
す。カレールー購入量・購入金額日本一の鳥取県の素材を
生かしたレトルトカレーと「星空舞」に添えて、ご賞味ください。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼント
します。 　　　　　　　　　　　　　　  【広報・調査部】

ＪＡ全農福島
　福島県の初夏を代表する果物・サクランボは、主に
県北地方を中心に栽培されています。なかでも「佐藤
錦」は、濃厚な甘酸っぱさが特徴の「ナポレオン」と甘
味の強い「黄玉」を交配育成した品種で、鮮紅色で光
沢のある見た目と、肉厚多汁で甘みたっぷりな果肉が
特長です。
　「さくらんぼの王様」と呼ばれるほど人気がある
「佐藤錦」、福島県では６月中旬から出荷が始まりま
す。甘酸っぱい旬の味をぜひお楽しみください。発送
は6月15日からの予定です（青果物のため前後する可
能性があります）。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

ふくしまのさくらんぼ（佐藤錦）約１kgバラ
……3920円

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは6月6日の放送で
ランキング1位の曲が発表されるま
でです。

JAタウンショップ名
全農とっとりアグリマーケット

この商品はこちらからご購入いただけます。

ＪＡ全農たまご株式会社は、コーポレートサイトを刷新しました。 【畜産総合対策部】

　「生産者と消費者をつなぐ懸け橋」
の理念のもと、「鶏卵産業の発展」に
資するコミュニケーション基盤を目指し
て、コーポレートサイトをリニューアルし
ました。ターゲットユーザーを「消費者」
「事業者」「求職者」の三つに分類
し、それぞれのニーズに寄り添いなが
ら、鮮度高い価値ある情報発信を続
けることで、ＪＡ全農たまごの取り組み
への理解・共感の促進を進めていき
たいと思います。ぜひ、ご覧ください。

ＪＡ全農たまご
ホームページは
こちら

ＪＡ全農たまごがコーポレートサイトを刷新
果たせる価値を分かりやすく発信

Ｊ
Ａ
ア
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ラ
レ
ー
タ
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第
２
期
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　採
択
企
業
紹
介（
経
営
企
画
部
）

中国四国ブロック労働力支援協議会を
設立（耕種総合対策部）

ツマジロクサヨトウへの殺虫剤の効果を
確認（営農・技術センター農薬研究室・耕種資材部）

ここに注目! 新生全農ホームページ③
（広報・調査部）

ＪＡズームイン（茨城：ＪＡなめがたしおさい）

ＪＡ全農たまごがコーポレートサイトを
刷新（畜産総合対策部）

ラジオ番組「JA全農 COUNTDOWN
JAPAN」プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農福島

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4 

5
面

8

「JA全農チビリンピック2019」
振り返りレポートvol.3
～お楽しみ広場篇①～（広報・調査部）

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポート④
卓球・ブルガリアオープン
（広報・調査部）

Web
限定

2

新型コロナ受け広がる支援の輪（４－５面）

ＪＡアクセラレーター（第２期）で採択された株式
会社CuboRexのプレゼン（３面）

刷新されたＪＡ全農たまごのコーポレートサイト
（８面）

新型コロナ受け各地で実施
今こそ広げよう、支援の輪

2020 6.1vol.925

6

（各県本部、協同乳業、フードマーケット事業部、酪農部）
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